
河川浸水の改正後の目安

説明(外水氾濫）
●この「マップ」で使用しているハザード
情報は、最上川・丹生川・朧気川・野尻川
が、大雨によって氾濫した場合、洪水が
想定される区域とその浸水の深さを示
したものです。
●雨の降り方によっては、想定とは異なる浸
水深となったり、地図に表示された浸水
区域以外でも浸水することがあります。
●川が氾濫しない場合でも、低い土地など
は浸水被害（床上・床下浸水など）が起こ
る場合があります。十分注意しましょう。

●雨量の増加によってもた
らされる氾濫には、川か
ら水があふれたり堤防が
決壊して起こる「外水氾
濫」と、街中の排水が間に
合わず、排水路などから
あふれ出す「内水氾濫」の
2タイプがあります。

洪水ハザード情報について
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氾濫の種類1

洪水情報の伝達ルート（土砂災害情報も同じ）
●気象の異常に対して、下図の伝達ルートで皆さんへお知らせします。4

●洪水によって災害がおこる恐れがある場合、その旨を注
意して行う予報。

洪水情報の種類
洪水の危険性が高まった際に発表される情報3 洪水注意報（気象庁）

●洪水によって重大な災害がおこる恐れがある場合、その
旨を警告して行う予報。

洪水警報（気象庁）

●最上川については、山形地方気象台の予測する降水量をも
とに、河川を管理する新庄河川事務所が河川水位の危険度
を予測し、共同発表します。

●丹生川は、洪水予報河川、朧気川・野尻川は水位周知河川
に指定されており、避難判断水位に達したとき山形県が
「避難判断水位到達情報」を発表します。

指定河川洪水予報など

最上川・丹生川・朧気川・野尻川

氾濫危険水位
（避難勧告等発令と避難開始の判断目安となる水位）

避難判断水位
（避難準備・高齢者等避難開始の判断目安となる水位）

氾濫注意水位
（水防団出動の目安となる水位）

※基準水位や現況水位は、「山形県河川・砂防情報システム」で確認できます。
http://www.kasen.pref.yamagata.jp/bousai/

平常水位

水位にともなう判断基準イメージ

避難情報の伝達ルートがオレンジ色になります。
情報がなくても、異常気象（雷雨や異常な降雨）を感じたときには、避難の準備が必要です。危険を感じたときには、速やかに避難しましょう。

H27年の水防法改正に基づき、最上川・丹生川・朧気川・野尻川で浸水域の公表がありました。
以下の情報を参考に、洪水時における対応についてあらかじめ確認しておきましょう。

気象庁

ラジオ・テレビ

住 民 の み な さ ん

消防団等ホームページ・
緊急速報メール（エリアメール）

地域の代表等
自主防災組織代表

防災行政無線放送
広報車

新庄河川事務所・
山形県

尾　花　沢　市

避難情報
（避難準備・高齢者等避難開始、避難勧告、避難指示（緊急）など） 要配慮者情報等

水位情報
気象情報
洪水予報

水位情報気象情報
洪水予報

大雨の水が川に集まり、川の水かさが増し堤防を越える。ある
いは堤防を決壊させて川の水が外にあふれておきる洪水。氾濫
が起きると一気に水かさが増しますので、最大の注意が必要。

その場所に降った雨水や、周りから流れ込んできた水がはけき
れずに溜まっておきる洪水。 川の水位が何mに達すれば警報を
出すなどの対応が難しいため、注意が必要。

内水氾濫 外水氾濫
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